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　五
月
二
十
七
日（
日
）浪
岡
中
央
公
民

館
に
お
い
て
青
森
県
民
医
連
の
第
五
十

四
期
定
期
総
会
を
開
催
し
、
今
後
二
年

間
の
運
動
方
針
に
つ
い
て
討
議
・
確
認

し
ま
し
た
。

　安
倍
政
権
が
憲
法
九
条
の
改
定
に
向

け
た
憲
法
改
正
の
発
議
を
年
内
に
も
出

そ
う
と
す
る
中
、
私
た
ち
は
憲
法
を
学

び
、「
安
倍
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
憲
法
を
生
か

す
三
〇
〇
〇
万
人
署
名
」に
取
り
組
み

ま
し
た
。
改
ざ
ん
・
隠
ぺ
い
・
ね
つ
造

な
ど
民
主
主
義
と
立
憲
主
義
を
な
い
が

し
ろ
に
す
る
政
府
に
国
民
の
怒
り
は
広

が
り
ま
し
た
。
全
日
本
民
医
連
方
針
で

も
あ
る「
憲
法
九
条
を
守
り
抜
く
こ
と
」

が
今
期
の
最
大
の
運
動
で
あ
る
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。

　も
う
ひ
と
つ
今
期
の
最
大
の
課
題
は

青
森
民
医
連
の
歴
史
的
大
事
業
で
あ
る

「
健
生
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
」を
成
功
す
る
こ

と
で
す
。二
〇
一
七
年
十
月
に
開
設
し
、

患
者
数
は
間
も
な
く
回
復
し
ま
し
た
が

経
営
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
県
連

の
英
知
を
結
集
し
、
経
営
改
善
に
取
り

組
む
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　今
後
二
年
間
の
基
本
方
針
と
し
て
、

上
記
の
他
、「
医
療
・
介
護
活
動
の
二

つ
の
柱
」の
実
践
、「
第
四
次
中
長
期
計

画
」の
推
進
な
ど
九
項
目
を
決
定
し
ま

し
た
。
全
体
会
で
は
十
五
人
、
分
散
会

で
は
延
べ
百
九
十
人
が
発
言
し
、
活
発

な
討
論
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
定
期
総

会
は
、
運
動
方
針
と
決
算
・
会
計
監
査

報
告
、
予
算
を
満
場
一
致
で
採
択
し
、

第
五
十
四
期
の
新
し
い
役
員
を
選
出
し

終
了
し
ま
し
た
。

　
五
月
二
十
七
日
の
第
五
十
四
期
県
連
総
会
で
新
県

連
会
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
県
連
内
各
事
業
所
で

働
く
職
員
の
み
な
さ
ん
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
「
民
医
連
と
は
ど
の
よ
う
な
組
織
か
」を
考
え
た
時

に
、
私
は
大
山
美
宏
先
生
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
。
大

山
先
生
は
、
二
〇
一
〇
年
の
民
医
連
綱
領
改
定
時
に
、

全
日
本
民
医
連
副
会
長
と
し
て
中
心
的
な
役
割
を
果

た
し
、
ま
た
、
川
崎
協
同
病
院
や
東
日
本
大
震
災
・

原
発
事
故
後
の
福
島
民
医
連
わ
た
り
病
院
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
事
業
所
の
職
員
と
一
緒
に
再
建
に
取
り
組
ま

れ
た
方
で
す（
昨
年
の
県
連
医
師
総
会
の
和
田
浄
史
先

生
の
講
演
に
も
登
場
し
て
い
ま
し
た
）。
そ
の
大
山
先

生
が
、
全
日
本
民
医
連
の
会
議
で
ご
一
緒
し
た
時
に

「
民
医
連
は〝
人
権
〞を
守
る
組
織
な
ん
だ
」と
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
た
こ
と
を
印
象
深
く
憶
え
て
い
ま
す
。

　
で
は
、
あ
ら
た
め
て〝
人
権
〞と
は
ど
の
よ
う
な

も
の
か
？
憲
法
学
者
の
木
村
草
太
氏
は
、「
人
間
で
あ

る
、
と
い
う
だ
け
で
保
障
さ
れ
る
べ
き
権
利
が〝
人

権
〞で
す
」と
述
べ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
人
間
で
あ
る
の
に〝
人
権
〞が
保
障
さ

れ
て
い
な
い
患
者
さ
ん
を
毎
日
の
よ
う
に
経
験
し
て

い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、〝
人
権
〞を
守

る
組
織
と
し
て
私
た
ち
の
事
業
所
に
求
め
ら
れ
る
も

の
は
い
よ
い
よ
大
き
く
な
っ
て
い
る
、
と
言
え
ま
す
。

　
今
期
、
県
連
内
の
す
べ
て
の
事
業
所
、
す
べ
て
の

職
員
の
間
で
、〝
人
権
〞に
つ
い
て
の
認
識
を
深
め
、

人
権
の
侵
害
を
キ
ャ
ッ
チ
す
る
私
た
ち
の
ア
ン
テ
ナ

を
鋭
敏
に
し
、
人
権
を
守
る
実
践
と
学
習
を
深
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
、
他
の
医
療
・
介

護
事
業
所
に
は
な
い
、
私
た
ち
民
医
連
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
今
後
２
年
間
の
基
本
方
針
】

１
．
歴
史
的
大
事
業
で
あ
る「
健
生
リ

ニュ
ー
ア
ル
」の
成
功
の
た
め
に
、
県

連
の
英
知
を
結
集
し
、
津
軽
保
健
生

協
の
経
営
改
善
に
取
り
組
み
ま
す
。

２
．
憲
法
九
条
・
二
十
五
条
は
民
医
連

の
土
台
。
九
条
改
憲
を
阻
止
す
る
た

め
に
、
憲
法
を
学
び
、
三
〇
〇
〇
万

人
署
名
や
対
話
を
広
げ
ま
す
。

３
．「
医
療
・
介
護
活
動
の
二
つ
の
柱
」

の
実
践
、Ｓ
Ｄ
Ｈ
の
視
点
か
ら
、
医

療
・
介
護
の
現
場
、
及
び
社
会
で
の

貧
困
へ
の
介
入
に
取
り
組
み
ま
す
。

４
．「
第
四
次
県
連
中
長
期
計
画
」の
県

連
的
な
討
議
を
し
、
県
連
全
体
で
の

議
論
を
進
め
ま
す
。

５
．
社
会
保
障
に
対
す
る
国
の
棚
上
げ
の

責
任
と
地
方
自
治
に
医
療
・
介
護
の
切

捨
て
が
担
わ
さ
れ
る
中
、
共
同
組
織
の

量
・
質
の
拡
大
で
地
域
か
ら
の
共
同
を

広
げ
、
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

６
．
民
医
連
医
療
を
担
う
医
師
養
成
と

医
学
対
の
飛
躍
を
図
り
ま
す
。

７
．
人
権
と
し
て
の
社
会
保
障
を
実
現

す
る
総
が
か
り
運
動
を
、
地
域
と
の

共
同
を
軸
に
進
め
ま
す
。

８
．「
人
間
的
な
発
達
が
で
き
る
組
織
」

に
ふ
さ
わ
し
い「
育
ち
合
い
の
職
場

づ
く
り
」を
通
じ
て
民
医
連
綱
領
の

実
践
を
す
す
め
る
職
員
育
成
と
幹
部

養
成
を
図
り
ま
す
。

９
．
県
連
結
集
を
と
お
し
て
、
事
業
活

動
・
経
営
活
動
の
計
画
を
全
職
員
で

共
有
し
、
経
営
改
善
を
図
り
ま
す
。

　
（
青
森
県
民
医
連
事
務
局
長

／
佐
藤

　
真
人
）

田 代　 実

新会長挨拶

た　しろ　　まこと
青森県民医連会長
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佐
々
木

　良太

　
代
議
員

（
弘
前
調
剤
セ
ン
タ
ー
）

　
弘
前
調
剤
セ

ン
タ
ー
、フ
ァ
ル

マ
一
ツ
谷
薬
局

の
健
康
サ
ポ
ー

ト
薬
局
の
認
定

に
つ
い
て
の
報
告
。
当
薬
局
は
二
〇

一
六
年
十
一
月
に
健
康
サ
ポ
ー
ト
薬

局
一
号
店
（
青
森
県
内
）
と
認
定
さ

れ
、
十
二
月
三
日
に
第
一
回
健
康
教

室
を
開
催
し
た
。
現
在
は
第
六
回
を

終
え
、
参
加
人
数
も
徐
々
に
増
え
て

い
る
。

梅
津

　
　諒

　
代
議
員

（
八
戸
生
協
診
療
所
）

　
二
〇
一
七
年

四
月
一
日
よ
り

八
戸
生
協
診
療

所
に
原
新
所
長

を
迎
え
て
の
医

療
活
動
に
つ
い
て
報
告
。
竹
本
前
所

長
の
週
2.5
日
の
外
来
支
援
を
受
け
、

二
〇
一
七
年
度
の
延
訪
問
診
療
件
数

は
二
〇
一
六
年
度
と
同
等
の
二
百
六

十
件
程
度
と
奮
闘
し
、
看
取
り
件
数

も
二
〇
一
七
年
度
は
五
十
件
と
引
き

続
き
高
い
水
準
を
維
持
し
て
い
る
。

所
長
を
交
え
た
管
理
運
営
会
議
を
定

期
開
催
し
、今
ま
で
看
護
・
事
務
別
々

に
行
っ
て
い
た
朝
礼
や
会
議
な
ど
で

診
療
所
の
方
針
や
運
営
を
共
有
で
き

て
い
る
。

寺
島

　由美

　
代
議
員（

健
生
病
院
）

　
「
健
生
病
院

移
転
」
に
つ
い

て
の
報
告
。
二

〇
一
七
年
十
月

一
日
の
移
転
に

向
け
、
健
生
病
院
内
で
一
年
前
よ
り

建
設
会
社
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
支
援

を
受
け
、
他
職
種
で
構
成
さ
れ
た
各

種
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
組
織
さ
れ
準
備

を
は
じ
め
た
。
病
棟
編
成
に
伴
い
、

新
た
な
職
場
づ
く
り
の
課
題
に
も
追

わ
れ
つ
つ
も
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で

き
た
。

砂
川

　照美

　
代
議
員

（
大
野
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
の

実
践
と
課
題
に

つ
い
て
報
告
。

二
〇
一
七
年
四

月
か
ら
介
護
予
防
普
及
啓
発
事
業
で

は
包
括
の
保
健
師
と
法
人
の
健
康
運

動
指
導
士
・
健
康
体
操
サ
ポ
ー
タ
ー

の
協
力
で
現
在
、
三
ヶ
所
で
活
動
支

援
を
継
続
し
て
る
。
昨
年
、
青
森
市

内
十
ヶ
所
目
の
「
お
お
の
地
域
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
」
が
設
立
し
、
お
お

の
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
理
事
と
し

て
参
加
、
今
後
発
展
さ
せ
る
た
め
に

民
医
連
の
法
人
へ
も
無
理
な
お
願
い

も
あ
る
と
思
う
が
、
ぜ
ひ
協
力
を
お

願
い
し
た
い
。

藤
田

　光希

　
代
議
員

（
あ
け
ぼ
の
薬
局
新
町
店
）

　
二
〇
一
七
年

教
育
委
員
会
主

催
「
フ
ァ
シ
リ

テ
ィ
ー
研
修
会
」

参
加
に
つ
い
て

の
報
告
。「
合
意
形
成
型
会
議
」
な

ど
活
か
せ
る
こ
と
が
多
く
、
薬
学
生

奨
学
生
会
議
や
研
修
の
報
告
会
な
ど

で
実
践
し
た
。
こ
の
よ
う
な
良
い
研

修
に
参
加
後
、
実
践
す
る
こ
と
が
大

事
で
あ
る
。
教
育
委
員
会
に
は
そ
の

後
の
フ
ォ
ロ
ー
ま
で
お
願
い
し
た

い
。

特集

県連総会

【
全
体
討
論
か
ら
】

2018.5.26 Sat

青
森
県
民
医
連
第
54
期
役
員

　役職
名 

　氏

　名

会

　
　長

　田代

　
　実

　医師

副
会
長

　横田

　祐介

　医師

副
会
長

　伊藤

　真弘

　医師

事
務
局
長

　佐藤

　真人

　事務

事
務
局
次
長

　木村

　儀弘

　事務

事
務
局
次
長

　篠原

　奈緒

　事務

理

　
　事

　石田

　晋吾

　医師

理

　
　事

　石塚

　理仁

　
介
護
福
祉
士

理

　
　事

　泉谷

　雅人

　事務

理

　
　事

　磯島

　寿人

　医師

理

　
　事

　伊藤

　雄司

　事務

理

　
　事

　伊藤

　礼子

　看護
師

理

　
　事

　小野
富
士
子

　看護
師

理

　
　事

　角田

　尚樹

　事務

理

　
　事

　加藤
あ
け
み

　看護
師

理

　
　事

　古舘

　正志

　事務

理

　
　事

　今

　
　淳一

　事務

理

　
　事

　齊藤

　
　仁

　薬剤
師

理

　
　事

　坂戸
慶
一
郎

　医師

理

　
　事

　崎野

　
　修

　事務

理

　
　事

　佐々
木
良
範

　
作
業
療
法
士

理

　
　事

　獅子
内
和
子

　看護
師

理

　
　事

　砂川

　典満

　事務

理

　
　事

　関谷

　
　修

　医師

理

　
　事

　相馬

　
　裕

　医師

理

　
　事

　相馬

　
　渉

　薬剤
師

理

　
　事

　副田

　幸子

　看護
師

理

　
　事

　竹内

　一仁

　医師

理

　
　事

　田中

　
　研

　事務

理

　
　事

　對馬

　
　圭

　
理
学
療
法
士

理

　
　事

　寺島

　由美

　看護
師

理

　
　事

　百成

　公美

　医師

理

　
　事

　奈良
原

　恵

　助産
師

理

　
　事

　野村
美
恵
子

　看護
師

理

　
　事

　波多
野
宏
行

　事務

理

　
　事

　原

　
　
　徹

　医師

理

　
　事

　舛甚

　清仁

　事務

理

　
　事

　三浦

　良成

　事務

理

　
　事

　三津
谷
靖
子

　看護
師

理

　
　事

　宮本

　達也

　事務

理

　
　事

　村上

　健俊

　事務

理

　
　事

　八島

　将仁

　事務

理

　
　事

　柳谷

　
　円

　事務

理

　
　事

　山内

　
　潤

　看護
師

理

　
　事

　山﨑

　英二

　事務

会
計
監
査

　菊池

　中央

　事務

会
計
監
査

　工藤

　敏子

　事務

会
計
監
査

　村上

　
　渡

　事務

◆各事業所からの報告・取り組
みを聞くことができた。分散会
でも、活発な意見が出ていた。
運営していくにあたり、職員全
体の意識を高めることが大事で
は。特に若い職員にも民医連の
取り組みなどを周知していく作
業が求められると思う。

【感想文より】

◆在宅医療、介護活動の強化の
連携は引き続き課題として取り
組みをしていきたいと感じた。
共同組織として地域に根ざした
医療活動方針のもとサポートし
ていけるよう活動・育成を課題
に2つの柱を大事にしていきた
いと思う。

【感想文より】

各分散会では総会方針案やこの間の取組みについて、活発な討論が行われました
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人 事 往 来県 連 事 務 局
人 事 往 来

　2014年から4年間、県連医師委員会事務局長とい
う重責を担わせていただきました。法人や事業所の枠
を超え多くの職員のみなさんと一緒に仕事をすること
ができ、振り返れば大変幸せであったと感じていま
す。今後、身は青森ですが「心は県連」の思いで奮闘
する所存です。

　7月1日付、研修医室に配属となりました。初めての
ことばかりで不安はありますが、周り
の皆様にご指導いただきながら日々
奮闘しております。一日でも早く
皆様のお役に立てるよう努めて参り
ます。宜しくお願い致します。

（青森民医連事務局長）

  さ  とう　　  まさ  と

佐藤　真人着任

　５月27日の青森県民医連定期総会で事務局長に選任
していただきました。方針の実践を
通して、職員の皆様が「民医連で働
いて良かった」と誇りを持つことが、
私の使命だと思います。23年の経験
を活かして頑張ります。

（青森民医連弘前事務所）（青森民医連弘前事務所）

だい まる  や　    み   お

台丸谷 未央着任

　約3年ぶり、2回目の県連出向です。課題はたくさん
ありますが、みなさんと一緒に乗り越
えられたらと思います。気持ち新た
に、粘り強くがんばります。
よろしくお願いいたします。

（青森民医連弘前事務所事務局次長）（青森民医連弘前事務所事務局次長）

しのはら　　　 な　 お

篠原　奈緒着任

　6月11日から弘前事務所に赴任してきました。県連事
務局に出向するのは薬学対を立ち上げ
て以来、13年振り２度目となります。
学生との出会いを大事にしていきたい
と思います。ご指導のほど、何卒
宜しくお願い申し上げます。

（青森民医連弘前事務所）（青森民医連弘前事務所）

たちばな　　　みちあき

立花　典明着任

（弘前事務所事務局次長　→（一社）あおもり健康企画へ帰任）

やなぎや　　　 まどか

柳谷　 円帰任

　ま
ず
、
石
田
晋
吾
医

師
委
員
長
よ
り「
今
期

医
師
委
員
会
は
新
健
生

病
院
を
医
療
・
経
営
活

動
の
軌
道
に
乗
せ
る
こ

と
。
同
時
に
、
県
連
中

長
期
計
画
に
あ
た
っ
て

は
、
医
師
数
の
将
来
推
計
を
踏
ま

え
な
が
ら
各
法
人
、
事
業
所
に
お

け
る
役
割
と
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
を

再
度
確
認
し
、
そ
の
役
割
と
ポ
ジ

シ
ョ
ニ
ン
グ
に
見
合
っ
た
医
師
確

保
と
養
成
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

い
ず
れ
の
課
題
も
、
そ
の
根
底
に

Ｓ
Ｄ
Ｈ
の
視
点
が
欠
か
せ
な
い
」と

開
会
あ
い
さ
つ
。
講
演
は
、
武
田

裕
子
氏（
順
天
堂
大
学
医
学
部
医
学

教
育
研
究
室 

教
授
）か
ら「
健
康
格

差
の
社
会
的
要
因
：
医
療
者
に
で

き
る
こ
と
」と
題
し
て
、①
健
康
の

社
会
的
決
定
要
因（
Ｓ
Ｄ
Ｈ
）、②
英

国
医
学
部
教
育
、③
医
師
に
求
め
ら

れ
るAdvocacy role

、④「
Ｓ
Ｄ
Ｈ

教
育
」で
私
が
目
指
し
て
い
る
も
の
、

の
４
点
を
柱
に
講
演
し
、
健
康
格

差
時
代
に
Ｓ
Ｄ
Ｈ
を
理
解
し
患
者

に
寄
り
添
う
医
療
を
提
供
し
よ
う

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　続
い
て
、
飯
田
和
貴
医
師
か
ら

「
患
者
の
背
景
を
考
え
る
Ｓ
Ｄ
Ｈ
の

実
践
」、
加
村
梓
医
師
か
ら「
小
児

科
の
日
常
診
療
、困
難
事
例
な
ど
」、

大
高
由
美
医
師
か
ら「
健
康
の
社
会

的
決
定
要
因（
Ｓ
Ｄ
Ｈ
）へ
の
取
り

組
み
）」に
つ
い
て
、
各
現
場
で
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
報
告
。
こ
れ

ま
で
や
っ
て
き
た
Ｓ
Ｄ
Ｈ
の
実
践

に
つ
い
て
認
識
を
深
め
、
今
後
、

医
学
生
や
研
修
医
、
他
職
種
と
一

緒
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
み
を
前

進
さ
せ
て
い
く
か
フ
ロ
ア
を
交
え

意
見
交
換
し
ま
し
た
。

　参
加
者
よ
り「
改
め
て
日
常
診
療

を
続
け
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に

な
っ
た
」、「
Ｓ
Ｄ
Ｈ
の
取
り
組
み

や
小
児
科
で
の
事
例
な
ど
、
こ
れ

ま
で
知
り
え
な
か
っ
た
こ
と
に
触

れ
ら
れ
た
。
今
後
の
活
動
の
基
盤

に
し
た
い
」な
ど
感
想
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　（青
森
民
医
連

　弘
前
事
務
所

事
務
局
次
長
／
篠
原

　奈
緒
）

青
森
民
医
連
第
四
十
八
回
医
師
総
会
は
、
五
月
十
九
日
ヒ
ロ
ロ

４
階
市
民
交
流
館
ホ
ー
ル
で
「
Ｓ
Ｄ
Ｈ
総
論
〜
医
療
者
に
求
め

ら
れ
る
ヘ
ル
ス
・
ア
ド
ボ
ケ
イ
ト
を
考
え
る
〜
」
を
テ
ー
マ
に

百
二
十
九
名
（
医
師
五
十
三
名
）
の
参
加
で
開
催
し
ま
し
た
。

第48回第48回
県
連
医
師
総
会
開
催

2018.5.19 Sat
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6/3・平和行進 青森市集会

　６月６日、浅虫から野辺地町にかけて原水爆禁止・
核兵器根絶を訴える平和行進が行われ、40名程の方々
が参加しました。
　今回の行進で、一人でも多くの地域住民の皆様に平
和を願う声を届けられたように思います。初めての参
加でしたが、実際に戦争を経験した方々と行進させて
頂くことで、核兵器の恐ろしさというものを感じ取る
ことができました。
　戦争をする国になろうとしている今、戦争で核兵器
を使用された歴史を風化させてはいけないとも感じま
した。そのために、これからも平和を願う声を多くの
方に届けていきたいです。

（大野あけぼの薬局／石田　綾佳）

6/6・太平洋コース（浅虫～野辺地～八戸）

　6月7日（木）、弘前市役所から秋田県との県境、矢立
峠に向けて原水爆禁止国民平和行進が行われました。
天候にも恵まれ行進には多くの参加者が集まりました。
平和を訴えながら行進を行っていると、お店やご自宅
から出てこられる方もいて、手を振っていただき、温
かいお声をかけていただきました。とても嬉しかった
です。
　参加者は年々減っているように思いますが、全国か
ら平和への想いを届ける大事な行進を若い世代が引き
継いでいけるよう続けていきたいと思います。

（弘前調剤センター／主任補佐　佐々木 良太）

6/7・日本海コース（弘前～矢立峠）

　前日からの強い雨風と気温10度を下回る悪天候のなか、総勢17名で八戸医療生協本部周辺のお宅141件を訪問
しました。1週間前にポスティングしたお宅を2名1組で訪問し、21件（約15％）・26筆の署名が集まりました。
なかには「雨の中をご苦労様です」というメモとともに署名した封筒を玄関に貼り付けていただいていた方や、訪
問を待っていただいていた方、「後日医療生協本部に届けます」という方など様々な形でご協力いただき、各グルー
プに最低1件、最大10筆の署名を預かることができました。
　訪問後の振り返りでは、「無関心の方が多いと思っていましたが、ドアに貼り付けて、また、準備して待ってい
た方がいらっしゃり、とても感動しました。」との感想が出されました。昼食ボランティアさん手作りのカレーライ
ス（ミニサラダ付き）を訪問の前においしくいただき、署名の確かな手ごたえも感じた「元気がでる訪問行動」とな
りました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （八戸医療生活協同組合・組織部／宮沢　守）

3000万人署名地域いっせい訪問行動
八戸医療生活協同組合理事会・平和社保委員会主催

八戸医療生協では、「3000万人署名地域いっせい訪問行動」を5月19日(土)に開催し、理事・支部長6名、
職員11名の計17名が参加しました。　

地域に3000万人署名を届けよう！
訴えよう！

署名と一緒に
残して頂いたメモ

に

元気をもらいまし
た。

署名と一緒に
残して頂いたメモ

に

元気をもらいまし
た。

昼食づくりボラン
ティアのみなさん

の

カレーを食べてい
ざ出発！昼食づくりボラン
ティアのみなさん

の

カレーを食べてい
ざ出発！

暴風雨のなか訪問
し、

署名の説明をしま
した。暴風雨のなか訪問
し、

署名の説明をしま
した。

～核兵器のない世界を願って～
2018年 原水爆禁止国民平和大行進 2018年 原水爆禁止国民平和大行進 
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　五月
十
二
日（
土
）青
森
市
の
イ
ト
ー

ヨ
ー
カ
ド
ー
前
で
看
護
・
介
護
ウ
ェ
ー
ブ

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ

ド
ー
正
面
ホ
ー
ル
で
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
行

い
、
歩
道
で
は
署
名
活
動
や
現
場
の
訴
え

を
行
い
ま
し
た
。

　
介
護
現
場
で
は
、
度
重
な
る
介
護
保
険

改
悪
に
よ
り
、
小
規
模
の
事
業
所
は
事
業

の
廃
止
や
休
止
が
相
次
い
で
い
ま
す
。
ま

た
人
手
不
足
に
よ
り
、
多
く
の
病
院
や
事

業
所
で
人
材
の
確
保
が
急
務
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
二
時
間
の
取
り
組
み
の
間
に
、

春
風
が
強
い
中
で
も
立
ち
止
ま
り
多
く
の

方
が
署
名
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
あ
る
方
か
ら
は「
子
供
が
障
害
を
抱
え

て
い
る
。
人
手
不
足
で
大
変
で
し
ょ
う
け

ど
、
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。
応
援
し
て

い
ま
す
！
」と
暖
か
い
声
を
頂
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
も
と
よ
り
医
療
・
介
護
現

場
で
働
く
職
員
が
健
康
で
な
け
れ
ば
、
利

用
す
る
患
者
や
利
用
者
様
は
安
心
し
て
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
職
場
環
境

や
処
遇
改
善
を
訴
え
、
今
後
も
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
県
連
介
護
福
祉
士
委
員
会

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
つ
つ
み
／
石
塚

　
理
仁
）

　
健
生
病
院 

松
本
拓
真
先
生
よ
り「
青
森
民
医
連
と
わ
た
し
」と

題
し
て
講
演
頂
き
ま
し
た
。
松
本
先
生
が
な
ぜ
医
師
の
道
を
目

指
し
、
な
ぜ
民
医
連
の
奨
学
生
に
な
っ
た
の
か
、
奨
学
生
に
な
っ

て
気
づ
い
た
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、
時
折
会
場
に
笑
い
声
が
溢

れ
る
ほ
ど
楽
し
く
奨
学
生
に
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
講
演
の
中
で
松
本
先
生
は「
医
師
だ
け
で
は
医
療
は
出
来
な

い
。
チ
ー
ム
で
協
力
し
て
医
療
が
成
り
立
ち
、
私
は
他
の
ス
タ
ッ

フ
に
日
々
感
謝
し
て
い
ま
す
。み
な
さ
ん
も
一
緒
に
働
き
ま
し
ょ

う
！
」と
奨
学
生
に
エ
ー
ル
を
送
ら
れ
、
こ
の
言
葉
が
参
加
者
ア

ン
ケ
ー
ト
で「
民
医
連
の
行
事
に
出
る
楽
し
さ
と
重
要
性
を
知
る

こ
と
が
出
来
た
」「
あ
ら
た
め

て
奨
学
生
で
あ
る
こ
と
の
意

義
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
」

と
感
想
が
出
る
よ
う
に
、
奨

学
生
に
と
っ
て
印
象
的
だ
っ

た
よ
う
で
す
。

　
そ
の
後
の
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
も
、
ビ
ュ
ッ
フ
ェ

形
式
の
昼
食
交
流
会
も
、
参

加
者
全
員
が
積
極
的
に
意
見

交
換
す
る
こ
と
が
で
き
、
改

め
て「
み
ん
な
は
仲
間
で
あ

る
」と
い
う
こ
と
を
実
感
し
た

つ
ど
い
と
な
り
ま
し
た
。

（
青
森
民
医
連
・
青
森
事
務
所

／
山
口 

理
香
子
）

～強い風にも負けず！医療・看護・介護現場の改悪を地域に訴えよう～～強い風にも負けず！医療・看護・介護現場の改悪を地域に訴えよう～

イトーヨーカドーでの健康チェックは好評でした

風の強い中でも笑顔で看護・介護ウェーブ宣伝行動

2018春の看護・介護ウェーブ

二
〇
一
八
年
新
歓

医
系
奨
学
生
の

つ
ど
い

昼食会はビュッフェ形式にしたので、
参加者全員で楽しく交流できました。

　六
月
三
十
日
（
土
）
健
生
病
院
に

て
新
歓
医
系
奨
学
生
の
つ
ど
い
を
開

催
し
、
青
森
民
医
連 

医
学
看
護
の
奨

学
生
十
四
名
・
職
員
十
二
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　初日はアイスブレイクとして「熱海スタンプラリー」が行われ、医学生たちが熱海の町を散策。その後、学習企
画では特定非営利活動法人自立生活サポートセンター・もやい理事長の大西蓮さんが講演され、日本の貧困状況
などを学びました。交流会では弘前医ゼミについて弘前大学の学生が発表しました。
　２日目は民医連ミニ学習として埼玉協同病院の救急科課長の守谷医師が断らない救急について講演。みんフェ
スで評判が良かったのは「民医連あつめ」でした。各県連の医学生担当者一人一人が、医学生たちに自分たちが経
験した民医連の医療活動など
をプレゼンしました。奨学生
発表は順天堂大学の学生が
「大学では医学を学び、現場
で医療を学ぼう」と新１年生
に訴えました。
　（青森民医連弘前事務所

／矢作　史考）

全日本民医連主催「MIN-IREN FESTIVAL」開催
　2018年6月16日（土）～17日（日）、静岡県で全日本民医連主催の医学生向け新歓企画「MIN-IREN FESTIVAL」
が行われ、青森民医連から医師１人、医学生５人(東北医科薬科大の奨学生含む)が参加しました。
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訪問先の地図を確認し、いざ出発

講師の松浦　健伸 先生
（石川県民医連会長）

当日は127名が参加しました。

講師　西淀病院 事務長 
坂田　進 氏

　六月
一
日
か
ら「
初
夏
の
つ
な

が
ろ
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
」と
し
て
全

戸
訪
問
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今

年
度
は『
あ
お
も
り
協
立
病
院
・

協
立
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
職
員
が
地
域

訪
問
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
再
度

地
域
に
示
す
。
あ
い
さ
つ
を
し
よ

う
！
対
話
を
重
視
し
よ
う
！
』を

目
標
に
取
組
み
ま
す
。

　全日
本
民
医
連
第
四
十
三
回
定
期
総
会
方
針
で
は「
基
盤
と
し

て
の
こ
こ
ろ
の
診
療
推
進
方
針
案
」に
つ
い
て
、
科
を
問
わ
ず
検

討
す
る
こ
と
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
受
け
六
月
三
十

日
に
生
協
さ
く
ら
病
院
に
て
学
習
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
あ
お
も
り
協
立
病
院
・
協
立
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
職
員
が
、

病
院
近
郊
を
部
署
ご
と
に
訪
問
エ
リ
ア
を
決
め
全
戸
訪
問

を
行
う「
初
夏
の
つ
な
が
ろ
う

チ
ャ
レ
ン
ジ
」も
、
今
回
で
三
回

目
と
な
り
ま
す
。

　
六
月
一
日
の
統
一
行
動
決
起

集
会
に
は
横
田
院
長
、
組
織
部

も
参
加
し
、『
自
分
た
ち
の
存
在

価
値
を
再
確
認
す
る
た
め
に
地

域
活
動
に
取
り
組
も
う
』と
意
思

統
一
し
ま
し
た
。
訪
問
先
か
ら

は「
定
期
的
に
通
院
し
て
い
ま

す
。
い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。」「
毎
年
こ
の
時
期
に
訪

問
し
て
頂
き
、
大
腸
が
ん
検
診

を
受
け
て
い
ま
す
。」「
家
か
ら
近

い
か
ら
、
あ
お
も
り
協
立
病
院

に
健
診
を
受
け
に
今
度
行
っ
て

み
よ
う
か
な
。」と
の
う
れ
し
い

声
を
頂
き
ま
し
た
。

　
六
月
十
二
日
ま
で
の
到
達
と
し
て
二
十
八
隊
五
十
五
名

の
職
員
が
参
加
し
、
訪
問
件
数
：
五
百
十
六
件
、
対
話
件

数
：
百
三
十
五
件
、
大
腸
が
ん
検
診
予
約
が
九
名
の
成
果

と
な
っ
て
い
ま
す
。（
例
年
、
訪
問
件
数
：
約
一
千
三
百
件
、

対
話
件
数
：
約
五
百
件
で
す
）

　
今
後
も
地
域
か
ら
の
声
を
傾
聴
す
る
た
め
継
続
し
て
訪

問
行
動
を
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
（
あ
お
も
り
協
立
病
院

　
組
織
活
動
委
員
会
委
員
長

／
橘

　
千
景
）

　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
第
一
部
と
し
て
大
阪
・
西
淀
病
院
の

坂
田
進
事
務
長
か
ら「
経
営『
現
地
調
査
』を
受
け
て
の
経
営

改
善
・
西
淀
病
院
の
経
験
」と
題
し
て
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

坂
田
事
務
長
は
、
長
年
、「
よ
い
医
療
を
し
て
い
る
の
だ
か

ら
病
院
が
赤
字
な
の
は
し
か
た
が
な
い
」「
赤
字
な
れ
」の
状

態
が
続
い
た
こ
と
、
三
回
の「
現
地
調
査
」を
受
け
て
病
院

の
黒
字
化
を
め
ざ
し
、「
で
き
な
い
理
由
を
な
ら
べ
る
の
で

は
な
く
、
行
動
に
移
す
」「
こ
と
わ
ら
な
い
医
療
」「
人
件
費

の
適
正
管
理
」「
経
営
を
正
面
に
と
ら
え
る
医
師
集
団
づ
く

り
」な
ど
に
取
り
組
み
二
十
九
ヶ
月
連
続
黒
字
を
実
現
し
て

い
る
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。
講
演
を
受
け
て
、「
役
職
者

と
し
て
、『
覚
悟
』を
決
め
て『
本

気
』を
出
し
て
が
ん
ば
り
た
い
」

「『
や
れ
ば
で
き
る
』を
職
員
に

も
伝
え
、
が
ん
ば
っ
て
い
き
た

い
」な
ど
の
感
想
が
多
数
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　
第
二
部
で
は
、
二
〇
一
八
年

医
療
・
介
護
同
時
改
定
対
応
交

流
会
と
し
て
病
院
、
診
療
所
、

介
護
事
業
所
、
調
剤
薬
局
に
分

か
れ
て
予
算
作
り
方
針
や
診
療

報
酬（
介
護
報
酬
）の
加
算
適
用

な
ど
に
つ
い
て
交
流
し
ま
し

た
。

　
（
青
森
民
医
連
青
森
事
務
所

／
那
須

　
稔
）

　
こ
の
度
、県
連
精
神
医
師
会
議
で
は
松
浦
健
伸
先
生（
全

日
本
民
医
連
精
神
科
医
療
委
員
会
委
員
長
、
石
川
県
民
医

連
会
長
）を
講
師
に
迎
え
て
学
習
会
を
行
い
ま
し
た
。
松

浦
先
生
は
、
国
民
の
こ
こ
ろ
の
健
康
が
ひ
ど
く
脅
か
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
否
定
す
る
人
は
い
な
い
。
そ
の
状
況
の
中

で
民
医
連
と
し
て
こ
の
問
題
を
ど
う
考
え
、
ど
う
取
り
組

む
か
。
民
医
連
で
働
く
全
て
の
人
々
に
と
っ
て
大
切
で
あ

る
」と
提
起
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
国
民
の
こ
こ
ろ
の

健
康
の
深
刻
な
現
状
を
示
し
、
こ
れ
は
日
本
の
み
な
ら
ず

先
進
国
共
通
の
問
題
で
あ
り
な
が
ら
、
日
本
で
は
な
ぜ
こ

の
領
域
で
の
取
り
組
み
が
進
ま
な
か
っ
た
の
か
に
つ
い
て

歴
史
的
な
観
点
か
ら
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
精
神
医
療
の
対
象
と
民
医
連
の
理
念
が
重
な
り

合
い
、
そ
の
保
健
医
療
福
祉
活
動
の
実
践
に
は
、
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
の
課
題
が
お
の
ず
か
ら
包
含
さ
れ
、
民
医
連
の

精
神
医
療
は
、
民
医
連
マ
イ
ン
ド
を
核
に
し
て
発
展
し
、

今
日
ほ
ど
医
学
が
専
門
分
化
し
拡
大
す
る
以
前
の
民
医
連

の
発
展
は
精
神
医
療
か
ら
の
発
信
を
資
源
に
し
て
き
た
こ

と
を
歴
史
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
民
医
連
内
に
お
け
る
精
神
医
療
の
位
置
は
、
欧
米
よ
り

遅
れ
て
い
る
全
国
の
水
準
に
比
し
て
も
低
く
、
民
医
連
に

求
め
ら
れ
る
ニ
ー
ズ
か
ら
し
て
極
め
て
不
十
分
な
状
況
に

あ
り
、
そ
れ
を
克
服
す
る
た
め
に
、
民
医
連
と
し
て
は
じ

め
て「
こ
こ
ろ
の
診
療
」推
進
に
関
す
る
方
針
を
提
起
し
て

い
ま
す
。（

生
協
さ
く
ら
病
院

　
事
務
長
／
古
舘

　
正
志
）

　二〇
一
八
年
度
青
森
民
医
連
経
営
セ
ミ
ナ
ー

が
六
月
九
日
に
青
森
市
で
開
催
さ
れ
、
百
二
十

七
人
の
職
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

～あいさつしよう！対話を重視しよう！～～あいさつしよう！対話を重視しよう！～

2018年度初夏のつながろうチャレンジで全戸訪問実施！

今年度の初夏のつながろうチャレンジも頑張るぞ！！

～ 2018年度青森民医連経営セミナーを開催～

「やればできる」「できない理由より行動」
　　　　　　　　　＝西淀病院の経営改善を学ぶ

青森県民医連「基盤としてのこころの診療推進方針案」 学習会
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●
憲
法
を
守
り
、
私
達
ら
し
い
事
業

展
開
と
運
動
の
発
展

　二
〇
一
八
年
五
月
十
九
日（
土
）二

〇
一
八
年
度
職
員
総
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
二
〇
一
七
年
度
経
営
活
動
は

二
期
連
続
赤
字
か
ら
、
全
役
職
員
の

奮
闘
に
よ
り
Ｖ
字
回
復
を
遂
げ
必
要

最
低
利
益
を
確
保
し
ま
し
た
。
社
会

保
障
切
捨
て
の
情
勢
は
続
き
ま
す
が

「
憲
法
を
守
り
生
か
し
、
安
心
し
て

住
み
続
け
ら
れ
る
街
づ
く
り
」と「
医

療
・
介
護
活
動
の
二
つ
の
柱
」の
実
践

を
通
じ
て

経
営
、
運

動
、
職
員

育
成
の
基

点
を
共
有

す
る
こ
と

を
確
認
し

ま
し
た
。

●
新
病
院
・
新
ク
リ
ニ
ッ
ク
開
設
後

の
状
況
に
つ
い
て
報
告

●
経
営
改
善
に
向
け
た
取
組
み
に
つ
い
て

　津
軽
保
健
生
協
の
第
九
十
三
回
通

常
総
代
会
が
、
六
月
二
十
三
日
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　安
田
理
事
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
い

て
来
賓
か
ら
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し

た
。
三
浦
良
成
専
務
か
ら
一
号
議
案

の
二
〇
一
七
年
度
の
事
業
報
告
・
決

算
報
告
が
あ
り
、
総
代
か
ら
の
質
疑

応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

二
号
議
案
の
二
〇
一
八
年
度
の
事
業

計
画
・
予
算
な
ど
の
提
案
が
あ
り
、

総
代
か
ら
の
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　お
昼
を
は
さ
み
新
人
医
師
の
紹

介
、
組
合
員
等
の
表
彰
が
行
わ
れ
、

そ
の
後
第
三
号
議
案
の
提
案
、
第
四

号
議
案
の
提
案
が
さ
れ
、
す
べ
て
の

議
案
が
賛
成
多
数
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
最
後
に
特
別
決
議
と
ス
ロ
ー
ガ

ン
が
力
強
く
読
み
上
げ
ら
れ
、
飯
田

徳
寿
副
理
事
長
の
あ
い
さ
つ
で
閉
会

し
ま
し
た
。

●
三
つ
の「
つ
く
ろ
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
」を

す
す
め
な
が
ら
、
医
療
福
祉
生
協
の

地
域
包
括
ケ
ア
を
実
現
し
よ
う

　青
森
保
健
生
活
協
同
組
合
二
〇
一

八
年
度
通
常
総
代
会
が
六
月
十
五
日

（
金
）に
開
催
さ
れ
、
昨
年
度
の
ま
と

め
と
今
年
度
の

方
針
を
確
認
し

ま
し
た
。

　青
森
保
健
生

協
な
ら
で
は
の

地
域
包
括
ケ
ア

に
向
け
た
取
り

組
み
と
、
激
動

の
情
勢
の
中
く
ら
し
を
支
え
、
住
み

続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
の
将
来
設

計
図
を
描
け
る
た
め
に
事
業
・
地

域
・
組
織
の
三
つ
の
戦
略
に
分
け
て

提
案
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
の
「
小

規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
」

建
設
に
伴
う
増
資
運
動
に
つ
い
て

や
、「
健
康
づ
く
り
な
ら
青
森
保
健
生

協
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
地
域
の
健
康

向
上
に
貢
献
し
、
活
動
の
「
見
せ
る

化
」に
つ
い
て
も
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

津
軽
保
健
生
活
協
同
組
合

●
中
道
新
理
事
長
か
ら
内
田
前
理
事

長
へ
感
謝
状
を
贈
呈

　八
戸
医
療
生
協
二
〇
一
八
年
度
第

三
十
回
通
常
総
代
会
は
、
六
月
二
十

三
日
（
土
）
午
後
一
時
か
ら
フ
リ
ー

ス
ク
エ
ア
ノ
ヅ
キ
で
開
催
さ
れ
、
総

代
百
二
十
六
名
（
代
理
人
・
書
面
議

決
含
む
）
の
参

加
の
下
、
理
事

会
提
案
の
全
議

案
が
採
択
さ
れ

ま
し
た
。
理
事

会
役
員
に
、
中

道
博
章
新
理
事

長
、
獅
子
内
和

子
新
専
務
理
事
を
は
じ
め
と
す
る
二

十
四
名
の
理
事
・
四
名
の
監
事
を
選

出
さ
れ
ま
し
た
。

　創
立
以
来
、
約
三
十
年
に
わ
た
り

八
戸
医
療
生
協
の
発
展
に
尽
力
さ
れ

た
内
田
弘
志
前
理
事
長
に
、
感
謝
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

八
戸
医
療
生
活
協
同
組
合

●「
非
営
利
型
一
般
社
団
法
人
」と
し

て
無
事
に
ス
タ
ー
ト

　五
月
二
十
五
日
、
第
四
回
定
時
社

員
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
非

営
利
型
一
般
社
団
法
人
」と
し
て
無

事
ス
タ
ー
ト
し
、
旧
法
人「
株
式
会

社
」が
問
題
な
く
清
算
結
了（
閉
鎖
）

し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
予

算
で
は
薬
価
改
定
の
影
響
で
大
幅
減

収
に
な
り
ま
し
た
が
、
一
丸
と
な
り

必
要
利
益
の
確
保
を
目
指
す
こ
と
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
引
き
続
き

「
健
康
サ
ポ
ー
ト
薬
局
」機
能
の
充
実

や
、薬
剤
師
の
確
保
・
育
成
に
力
を
入

れ
る
こ
と
。
役
員
改
選
期
に
伴
い
二

名
の
新
任
役
員
を
迎
え
た
こ
と
な
ど
、

提
案
さ
れ
た
議
題
は
全
て
満
場
一
致

で
承
認
さ
れ
総
会
を
終
え
ま
し
た
。

社
会
福
祉
法
人

　虹

社
会
福
祉
法
人

　花

●
か
か
り
つ
け
薬
局
を
さ
ら
に
推
進

●
選
ば
れ
る
薬
局
を
目
指
す

　五
月
二
十
五
日

（
金
）
第
三
十
一

回
通
常
株
主
総
会

を
開
催
し
、
今
年

度
の
活
動
計
画
と

し
て
①
診
療
報
酬

改
定
を
受
け
真
に

患
者
様
に
寄
り

添
っ
た
「
か
か
り

つ
け
薬
局
」
を
さ

ら
に
推
進
す
る
こ
と
②
地
域
の
要
求

や
地
域
医
療
構
想
等
を
見
据
え
民
医

連
ら
し
い
地
域
包
括
ケ
ア
を
推
し
進

め
、
た
た
か
い
と
対
応
を
し
て
い
く

こ
と
③「
医
療
・
介
護
の
二
つ
の

柱
」
や
Ｓ
Ｄ
Ｈ
の
視
点
を
取
り
入
れ

た
医
療
構
想
を
全
役
職
員
で
討
議
・

実
践
す
る
こ
と
で
選
ば
れ
る
薬
局
を

目
指
す
こ
と
④
人
材
の
確
保
と
育
成

は
引
き
続
き
重
要
な
課
題
と
し
、
特

に
育
成
面
を
強
化
し
て
い
く
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。

●「
い
ざ
、
前
進
！
」

　五
月
十
二
日
二
〇
一
八
年
度
第
一

回
法
人
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
昨

年
度
よ
り
、
社
会
福
祉
制
度
の
一
部

改
正
が
行
わ
れ
、
社
会
福
祉
法
人
の

存
在
意
義
が
問
わ
れ
出
し
ま
し
た
。

我
々
、「
花
」
も
地
域
に
根
差
し
た

垣
根
の
な
い
、
開
か
れ
た
施
設
の
実

現
の
取
組
み
や
、
事
業
運
営
で
の
業

務
効
率
化
、
業
務
機
能
の
向
上
等
、

組
織
と
し
て
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
取
り

組
む
強
化
を
し
て
い
く
こ
と
、
そ
の

た
め
に
職
員
一
人
ひ
と
り
が
、
現
状

に
満
足
せ
ず
高
い
目
標
や
理
想
を
掲

げ
業
務
に
励
ん
で
「
花
を
盛
り
上
げ

て
行
こ
う
」
と
い
う
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。

　こ
れ
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
道
程
に
お

い
て
、
志
を
立
て
て
は
道
を
失
い
か
け

て
き
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
後

の
五
ヶ
年
計
画
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
い
ざ

前
進
」
と
い
う
目
標
を
掲
げ
前
進
し
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

株
式
会
社
フ
ァ
ル
マ

青
森
保
健
生
活
協
同
組
合

総
代
会
総
代
会

株
主
総
会

株
主
総
会

2018

一
般
社
団
法
人 

あ
お
も
り
健
康
企
画
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の店舗が集結して賑やかに行われています。日の出とともに300店舗以上が立ち並ぶお店を品定め・
散策することがとても楽しいです。消費税もなく掘り出し物もあり安いのも特徴です。おにぎり、ウニ
ごはん、お好み焼き、美味しそうな焼きたてパン、コーヒーも堪能、いかの天ぷら、
焼き鳥、様々な鶏のから揚げなど品定めをしているうちに、あっという間に時間が経っ
てしまいます。もちろん新鮮な野菜や果物、獲れたてのお魚も購入。韓国料理のトッポギ、
チヂミ、中華料理の小籠包なども頂けますよ。　　
　私の好きな食べ物は、秋ごろ発売される「菊巻き」です。様々な漬物を菊の花びらで
包んだ巻物。見た目も美しくさっぱりとしてとても美味しいです。皆様も機会がありまし
たら八戸館鼻岸壁朝市を堪能してみてください。きっと好きになりますよ。（デイサービ
スセンターたむかいの家・介護福祉士／坂本　浩一）

今後のSCHEDULE主
な

第３回理事会報告7月
全日本民医連　第54期第5回理事会報告
決済承認事項
　「健康で文化的な生活」実態調査について
　奨学生申請承認について
　東北青年ジャンボリー in松島　参加者の選出
　奨学生パンフレット制作にかかる予算承認について
会務報告/各委員会・医師委員会報告
　教育委員会各研修
　全日本・地協各部門会議・研修
　医師委員会報告
協議事項
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好評発売中

巻頭エッセイ／塀の中の詩の教室 寮美千子さん

映
画

食と健康 快眠につながる食事
鹿児島県南大隅町まちのチカラ

けんこう教室 熱中症

毎日がアルツハイマー
　　　  ザ・ファイナル
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☆八戸館鼻岸壁朝市のマスコットキャラクター「イカドン」

☆秋頃に販売される菊巻きです。

小さい頃のポコ君

現在のポコ君

7/5
7/15
7/21

7/13・25
7/31

県連理事会
第11回大間原発反対現地集会
県連薬局活動交流集会
県連初期3年目研修
県連中期中堅Ⅱ期研修


